
男 	25,479人 

女 	27,143人 52,622人 

市 の 人 口 

」
 
と
 

「士
気
が
そ
が
れ
る

と
ま
ど
い
顔
で
し
た
。
 

市
消
防
団
（
鶴
谷
初
太
郎
団

長
）
の
出
初
式
は
、
快
晴
に
恵

ま
れ
た
一
月
八
日
、
十
分
団
、・

 

七
百
人
の
団
員
が
参
加
し
て
行

わ
れ
、
分
列
行
進
等
で
勇
姿
を
 

,
 

、一
 

披
露
し
ま
し
た
。
 

平
和
町

・
元
町
通
り
に
集
合
 

し
た
団
員
は
、
人
員

・
服
装
、
 

機
械
器
具
の
点
検
を
受
け
た
後
、
 

花
火
の
合
図
で
分
列
行
進
、
観
 

閲
者
の
寺
田
市
長
の
観
閲
を
受

け
ま
し
た
。
 

市
庁
舎
前
・
お
祭
り
広
場
で

は
、
鶴
谷
芳
松
さ
ん
の
指
揮
で

第
一
分
団
の

マ
ト
イ
振
り
も
披

露
さ
れ
、
団
員
の
士
気
を
高
め

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
土
ぼ
こ
り
が
舞

う
春
の
よ
う
な
陽
気
で
、
団
員

た
ち
も
雪
の
な
い
出
初
式
に
、
 

発 行 所 

五所川原市役所 
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雪

の
な
い
 
出

初
式
 

部
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広園、
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青
森
県

知
事

選
挙
 

二
月
四
日
（

日
）
投
票
日
 

（第 3 種郵便物認可） 昭和54年（1979年）1月15日（439号） ② 広報ごしょがわら 

所
へ
お

い
で
下
 

さ
い
。
 

ロ
年
 

あなたの投票所 齢
の
要
 

件
 昭

和
三
十
四
年
二
月
五
日
以
 

前
に
生
ま
れ
た
方
が
投
票
で
き
 

ま
す
。
 

ロ
住
所
要
件
 

昭
和
五
十
三
年
十
月
八
日
ま
 

投
票
時
間
 
午
前
七
時
か
ら
 

午
後
六
時
ま
で
 

ロ
投
票
所
入
場
券
 

配
布
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
 

次
の
事
項
に
留
意
し
、
気
軽
に
 

あ
な
た
 

の
投
票
所
 

県
政
に
あ
な
た
の

一
票
を
 

で
に
、
市
の
住
民
基
本
台
帳

へ

登
録
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き

居
住
し
て
い
る
方
が
投
票
で
き

ま
す
。
 

ロ
市
内
の
転
居
者
 

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
二
十

八
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
二
月

三
日
ま
で
転
居
し
た
方
は
、
前

住
所
の
投
票

所
で
投
票
し
て
下

さ
い
。
 

ロ
不
在
者
投
票
 

16 15 14 13 12 1110 9 8 7 6 5 4 っ
。
 
 

2
  

投
票
区
 

高
瀬

集

会
所

松
 

島
 
会
 

館
 

一
野
坪

小
学
校
 

金

山
集
会

所

水

野

尾
集
会

所
 

田

川
集
会

所

松
 

島
 
支
 

所
 

沖

飯
詰
小
学
校

中
 

川
 
支
 

所
 

湊
 

集
 
会
 
所

栄
 

小
 
学
 

校
 

五
所
川
原
臨
三中
学
校

森
 

の
 
家
 

南
 

小
 
学
 
校
 

五
所
川
原
小
学

校
 

市
民
文

化
会
館
 

投
 
票
 
所
 

高
瀬
 
車鞠
乳
話
扶
覇
％
謂
静
輸
讐
航
銃
内
）
 

 

1
8
-

響
桧
き
-
4
,

編
加
集
裂
薪
1
8
u
1
 

字
 

水
野
尾
 

金
山
（
悪
戸
、

田
中
、
野
崎
，
川
代
田
、
宮
田
）
 
 

田
川
 

吹
畑
、
米
田
、
石
岡
、
漆
川
（
馬
性
）
唐
笠
柳
 

沖
飯
詰
、
桜
田
 

長
橋
（
広
野
、
藤
島
）
川
山
、
種
井
 

湊
（
千
鳥
、

船
越

）
 
 

姥

葱
，
 
（
桜
木
、
菖
蒲
、
船
橋
）
稲
実

（
米
崎
、
開
野
、
稲
葉
）
 
 

田
、
松
元
）
芭
蕉
、
中
平
井
町
＋
三
の
四
 

七

ッ
館
、
広
田
、

み
ど
り
町
、
梅
田
（
一
部
）
 
 

贈
翌

、
I
1
潔

_
7
C

Q
)
紗
孝

A
Q
)

一
羅
票
、（岡
 

不
魚
住
）
 
 

栄
町
、
八
重
菊
、
田
町
、
新
町
、
元
町
、
平
和
町
（
蓮
沼
 

東
雲
町

）
長
橋
（
橋
元

〕
 
 

下
平
井
町
、
幾
世
森
、

中
平
井
町
、
上
平
井
町
、
敷
島
町
，
 
 

幾
島
町
、
柏
原
町
、
末
広
町
、
錦
町
、
雄
田
（
さ
っ
き
町
、
  

大
町
 
警
写
鯛
一
-
％
騎
曳
響
噌
識
端
町
 

あ
 

な
 
た
 
の
 
住
 
所
 

 

の
区
域
外
に
出
る
方
、
 

す
で
に
出
て
い
る
方
 

命皇
病
院
等
に
入
院
中
（
ま
た

は
入
院
予
定
）
の
方
 

③
市
内
か
ら
他
の
市
町
村
に

転
出
し
、
ま
だ
転
入
先

の
選
挙
 

ま
た
は
 

3
3
 

 
32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

投
票
区
 

小

曲
集
会
所
 

中
泉

集
会

所
 

梅
 

沢
 
支
 

所
 

俵
元
公
民

館
 

前
田
野

目
公
民

館
 

高

野
公

民
館
 

羽
野
木
沢

小
学

校
 

長

富
集
会
所
 

毘
沙

門

小
学

校
 

戸
沢

集
会
所
 

浅
井

集
会
所
 

松

野
木
小
学
校
 

野
里

小
学

校
 

飯
詰
公

民
館
 

飯
 
詰
 
支
 

所
 

藻

川
小
学

校
 

一
ニ
好

中
学

校
 

投
 
票
 
所
 

小
曲
 

中
泉
 

梅
田
 

俵
元
、
原
子

（
紅
葉
）
 
 

前
田
野
目
 

高
野
、
持
子
沢
 

原
子
、

羽
野
木
沢
 

長
富
 

毘
沙
門
 

戸
沢

（
石
田
坂
、
平
町
〕
 
 

洩
井
 

松
野
木

（大
聞
、

福
岡
、
若
山
）
 
 

野
里
、
神
山
、
福
山
、
豊
成
 

石
田
（
一
部
）
福
泉
（
一
部
）
 
 

南
下
、
中
下
、
北
下
、
大
日
町
、
大
正
町
、
皆
瀬
、
五
本
松
 

影
日
沢
、

寺
町
、
ド
岩
崎
，
上
町
、
西
岩
崎
、
長
坂
、
下
村
、
 
 

福
泉
 
二
部
）
石

田
（
一
部
）
 
 

伝
助
町
、
新
町
、
大
町
、
沢
田
、
白
旗
、
清
野
 

興
隆
、
朝
日
、
坂
上
南
新
、
北
新
，
中
町
、
下
町
 

議
川
 

樋
ケ
岡

（
福
井
）
 
 

あ
 

な
 
た
 
の
 
住
 

所
 

次
の
よ
う
な
事
情
の
方
が

で

き
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
し
、
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
い
で

下
さ
い
。
 

①
投
票
当
日
出
張
と
か
、
出

か
せ
ぎ
な
ど
や
む
を
得
な
い
用

務
で
、
自
分
の
属
す
る
投
票

区
 

は
、
 

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
方
で
、
 

投
票
当
日
市
内
に
来

れ
な
い
事

情
の
方
 

ロ
不
在
者
投
票
の
期
間
 

一
月
十
日
か
ら
二
月
三
日
ま

で
。
 
（
午前
八
時
三
〇
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。）
 

前
ま
で
に
、
郵
便
投
票
証
明
書

と
請
求
書
に
氏
名
（
自
書
）
を

書
き
、
押
印
し
て
請
求
し
て
下

さ
い
。
 

選
挙
に

つ
い
て
不
明
な
点
は
、
 

障 
者ロ 

身 
身
障

者
の
郵

便
に
よ

る
不
在
 

者
投
票
 

遅
く
と
も
選
挙
期
日
四
日
 

開票は午後7 時から市民体育館で行います。 

事
故
防

止
を
呼
び

か
け
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
丑⑤
一
一

一
一
一
番
・
内
線
三
二
七
番

・
 

市
議
会
議
員
が
 

三
二
九
番
）
に
お
問

い
合
わ
せ

下
さ
い
。
 

騒
 

わ
れ
て
い
る
十
一
一

月
二
十
日
、
福
士

孝

一
市
議
長
は
じ

め
市
議
会
議
員
全

員
が
街
頭
に
立
ち
、
 

雪
の
な
か

で
歩
行

者
ゃ
ド

ラ
イ
バ

ー
 

に
交
通
事
故
の
防
 

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
十
二
月
定
例
市

議
会
の
最
終
日
。

閉
会
後
の
午

後
三
時
か
ら
交
通
の
激
し
い
十

字
路
に
立
ち
、
タ
ス
キ
が
け
で

チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
、
信
号
を

よ
く
み
て
渡
り
ま
し
ょ
う
と
、
 

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
た
も
の

で
す
。
 

信号をみて渡りましょう 
年
末
の
交
通
安
全
運
動
が
行
 



昭和54年 

除厄祈願祭 

2月17日 「アラスカ」 で 

◇対象者 男 昭和13年 4月 2日～昭和14年 4月 

1日生まれの方 

女 昭和22年 4月 2日～昭和23年 4 月 

1日生まれの方 

◇と き 2月17日（土）午後I時から 

◇ところ 市内本町 アラスカ 

◇会 費 男 8,000円 女 7,000円 

◇申込受付 1月27日～ 2月 5日まで 

◇申込先 会費を添えて近くの実行委員、または 

市役所各支所及び市総務課高橋藤樹・ 

平山千三郎まで 

なお、該当者にはハガキで通知いたしますが、 

万一通知もれの方がありましたら申込先までご連 

絡下さい。 

昭和54年除厄祈願祭実行委員会 

市社会福祉協議会 

し
て
い

ま
す
。
 

一
  

こ
づ
か
い

等
を
持
ち
寄
る
 

平
和
町

子
供
会
 

教
育
振
興
会
へ

二
十
万
円
寄
付
 

増
田
桓

一
氏
 

市
内
新
町
、
増
田
病
院
院
長
 

平
和
町
子
供
会

（
境
谷
信
隆

会
長
・
会
員
一
七
八
人
）
は
、
 

十
二
月
二
十
五
日
、
歳
末
た
す

け
あ
い
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
 

現
金

一
万
六
千
二
百
十
一
円
を

寺
田
市
長

へ
託
し
ま
し
た
。

ー
 

写
真

ー
 

古
新
聞
等
の
廃
品
回
収
や
小

づ
か

い
の
一
部
を
持
ち
寄
っ
た

も
の
で
、
 
「
み
ん
な
で
明
る
い

正
月
を
迎
え
て
下
さ
い
」
 
と
話
 

増
田
桓
一
氏
は
、
こ
の
ほ
ど
教

育
振
興
基
金
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
、
現
金
二
十
万
円
を
市
教

育
振
興
会

へ
寄
付
し
ま
し
た
。
 

寝
た
き
り
の
お

年
寄
り

へ
お
し
め
五
十
枚
贈
る
 

松
島
町
老
人
ク
ラ
、
フ
 

女
性
会
員
が
、
古
着
等
を
持
 

木
村
さ
ん
 

テ
レ
ビ
等
を
贈
る
 

市
内
新
町
の
木
村
登
吉
さ
ん

は
、
十
二
月
二
十
八
日
、
お
年

寄
り
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
、
 

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

ー
台
、
石
油
ス

ト
ー
ブ

ー
台
、
シ
ー
ッ
四
十
八

枚

（
合
わ
せ
て
二
五
万
円
相
当
）
 

を
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み

園
」
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

ち
寄
り
、
二
日
が
か
り
で
作
っ

た
も
の
。
 

市
で
は
、
寝
た
き
り
の
お

年

寄
り
が
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
 

ー
ム
等
の
施
設
へ
届
け
ま
し
た
。
 

③（第 3 種郵便物認可） 
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歳末たすけあい ご協力ありがとう 

歳末義援金 住 所 又 は 団 体 名 代表者氏名 
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円

円

円
円
円

円
円
 
円
円

円
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円
円
円

円
円
円
円

円
円
円

円

円
円
円

円
円

円
円
円

円
  

2
3

1
41
72
91

2
3
 
5
1
01
61
5
7
1
03
 
5

3
62
87
44
5

1
01
04
6
5

2
42
01
06
2
51
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31
5
7
1
01
2
5
1
4
 

 

m

卿

2
9
5
5
4
3
0
0
0
6
8
0
5
6
4
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
9
2
7
0
0
0
0
0
0
5
4
7
 
0
0
0
4
4
5
8
0
0
8
4
7
町

0
0
0
0
0
0
0
0
0
7
3
7
0
0
0
卿

9
0
0
0
0
0
卿

如
卿

1
5
0
卿

助

卿
卿

卿

卿

7
9
3
 

 

五所川原小学校 5年生 福士 義将 

五所川原小学校 5 年生 開米 浩久 

松島町 下山幼稚園 

中里町サ一ビスステイ一ション 古川 盛栄 

中平井町医療法人白生会 佐藤 浩平 

栄町五所川原警察署 職員 一同 

中里中学校 生 徒 会 

藻川 乗田 仁美 

錦町々内会長 柴谷 兵助 

板柳町 斎藤又四郎 

青年会議所理事長 平山 誠敏 

東奥杉の子会五所川原支部 太田 	勲 

柏原町内会 会 	長 

松島町内会 鶴谷 清喜 

沖飯詰小学校 生徒会長 館山 	剛 
貯金委員長 藤森 真弓 

川端町 三浦 玉喜 

相互タクシ一株式会社 従業員一同 

敷島町内会 高橋 慶蔵 

松島町 2 丁目 五所I源合唱団 

第一高等学校生徒会 

八重菊町内会 

三和 昌人

中野 鉄男 

大町婦人会 ひまわり会 

旭町々内会 会 	長 

第―高等学校小林寺傘法部 部員 一同 

平和町々内会 野呂 甚助 

元町々内会 木村祐太郎 

青森ャクルト五所川原営業所 野呂 富雄 

五所川原あみもの服飾専門学校 生徒 一同 

沼田町々内会 成田 善造 

新宮団地県営住宅 盛 	勝春 

東雲町々内会 岩谷 	勇 

稲垣中学校生徒会 渋谷 	充 

敷島町々内会 高橋 慶蔵 

みどり町 3 丁目・ 6 丁目・ 7 丁目・ 8 丁目 小野 	潤 

布屋町々内会 石塚音次郎 

布屋町 鶴谷 ャナ 

さっき町々内会 伊藤 正彦 

田町々内会 成田 直弥 

東奥信用金庫五所川原支店 貯 金 会 

※ 以上は、12月17日から27日まで受け付けた分です。 

松
島
町
老
人
ク
ラ
ブ

（
三上

与
助
会
長

・
会
員
一
〇
四
人
）
 

は
、
十
二
月
二
十
三
日
、
寝
た

き
り
の
お
年
寄
り
に
役
立
て
て

下
さ

い
と
、
お
し
め
五
十
枚
を

市
福
祉
事
務
所
に
託
し
ま
し
た
。
 

ー
写
真
ー
 



市
で
は
、
五
十
四
年
度
に
使

用
す
る
物
品
の
調
達
業
者
の
登

録
更
新
を
次
の
と
お
り
受
付
け

し
ま
す
。
 

市
役
所
、
西
北
中
央
病
院
、
 

給
食
セ
ン
タ
ー
等
、
市
の
施
設

へ
物
品
の
納
入
を
希
望
さ
れ
る

業
者
は
、
登
録
手
続
き
を

し
て

下
さ

い
。
 

ロ
受
付
期
間
 

二
月
一
日
か

ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
 

ロ
受
付
場
所
 
市
財
政
課
（
 

本
庁
四
階
）
 

ロ
提
出
書
類
 
業
者
登
録
申

請
書
、
納
税
証
明
書
、
営
業
証

明
書
各
一
部
。
 
（
登録
申
請
用

紙
は
財
政
課
に
あ
り
ま
す
。
）
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政
課
（
 

廿
⑤
ー
二
一
一
一

番
・
内
線
三

一
六
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

五
＋
四
年
度

に
市
の
工
事
入

札
に
参
加
を
希

望
す
る
建
設
業

者
は
、
次
の
要

領
で
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。
 

回
受
付
期
間

一
一月
一
日
か
ら

二
月
二
十
八
日

ま
で
。
 

回
提
出
書
類
 
①
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
②

証
明
圭
る
主
要
取
引
金
融
機
関

名
④
身
元
証
明
書
⑤

印
鑑
証
明

書
⑥
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合

加
入
証
明
書
等
。
（
以上
は
、
建

設
省
統
一
様
式
に
よ
り
丸
す
。）
 

回
提
出
先
 
市
建
設
課

（
。
 

⑤
二
一
一
一
番
‘
内
線

二
二
四

番
）
ま
で
。
 

昭
和
五
十
四
年
度
に
耕

地
事

業
を
実
施
す
る
土
地
改
良
区
等

は
、
次
の
事
項
を
留
意
の
う
え

申
請
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
申
請
期
間
 
二

月
一
日
か

ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
。
（
申請

用
紙
は
、
市
土
地
改
良
課
に
あ

り
ま
す
。
）
 

ロ
補
助
対
象
事
業
 
①
農
道

整
備

（
補
修
、
新
設
、
改
良
、
 

日
本
赤
十
字

社
で
は
、
二
月

一
日
か
ら
五
十

四
年
度
の
 
「社

員
増
強
運
動
」
 

を
行
い
ま
す
。
 

日
赤
の
協
賛

委
員
が
、
近
く

み
な
さ
ん
の
家

庭
を
防
間
し
ま

す
の
で
、
協
力

を
お
願

い
し
ま
 

す
。
 

納
付
額
に
よ
 

る
社
員
別
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

ロ
普
通
社
員
 
三
百
円
 

ロ
銀
色
特
別
社
員
 
一
し
角
 r

 
橋
梁
、
そ
の
他
）
 

②
か
ん
が

い
排
水
施
設
（
水

門
工
、
掛
樋
、
用
排
水
路
新
設
、
 

改
良
、
そ
の
他
）
 

③
事
業
費
十
万
円
以

下
の
小

災
害
復
旧
、
そ
の
他
 

ロ
捕
助
対
象
者
 

二
人
以
上
の
共
同
施
行
、
土

地
改
良
区
、
農
業
協
同
組
合
等
 

（
千
円
ず
つ
十
回
納
め
て
よ

い
）
 

ロ
金
色
特
別
社
員
 
三
万
円
 

（
三
千
円
ず
つ
十
回
納
め
て

よ
い
）
 

ロ
銀
色
有
功
章
 
十
万
円
，
 

ロ
金
色
有
功
章
 
二
十
万
円
 

（
日
赤
五
所
川
原
地
区
）
 

広
田
団
地

に
 

バ
ス
運
行
 

一
月
十
日
か
ら
広
田
住
宅
団

地
に
バ
ス
が
運
行
し
ま
し
た
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
 

そ
ば
の
駐
車
場
は
、
バ
ス
の
回
 

絵
本
2
0冊
を
寄
贈
 

青
森
テ
レ
ビ

が
 

図
書
館
に
 

青
森
テ
レ
ビ

（A
T
V

）
で

は
十
二
月
二
十
日
、
市
立
図
書

館
へ
備
え

て
下
さ
い
と
、
T
B
 

s
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
絵
本
二
十
冊

を
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。
 

青
森
テ
レ
ビ
で
毎
週
水
曜
日

午
後
七
時
か
ら
三
十
分
間
放
送

し
て
い
る
 
「ま
ん
が
世
界
昔
ば

な
し
」
を
絵
本
に
し
た
も
の
で
、
 

「赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
な
ど
四

歳
か
ら
七
歳
向
き
の
も
の
。
 

畠
山
五
所
川
原
支
局
長
代
理

が
、
小
山
市
教
育
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。
 

転
場
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
駐
車
を
し
な
い
で
下
さ
い
。
 

納
入
業
者
の
 

登
録
を
受
付
け
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
「
  

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
」
が
次
  

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
 

の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

階
ホ
ー
ル
 

ア
吟認
 
「
カ
ビ
に
よ
る
皮
膚
病
」
 北

「」
師
 

「
カ
ビ
に
 
み
ん
な

の
健

康
教
室
 

会
、
五
所
 

よ
る
皮
膚
病
」
 
につ
い
て
で
 
、
 
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

す
。
 

ロ
と
き
 

一
月
二
十
六
日
 

指名競争入札 

業者を受付け 

耕
地

事
業

の
申
請
を

受
付
け
 

赤十字社員増強運動に 

ご協力下さい 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

広田団地線（ワンマン） 

五所川原
営業所発 

五所川原 
駅 	発 

広田団地
着 

広田団地
発 

五所川原 
駅 	発 

五営
 
所
業
 
川
所
 
原
着
 

運 賃 100円 150円 運 賃 150円 \ 
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8.45 
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市
主
催
の
五
十
三

年
度
、
産
米
改
善
共
 

励
会

・
り
ん
ご

立
木
品
評
会

・

堆
肥
生
産
共
励

会
の
表
彰
式
が
、
 

一
月
六
日
、
産

経
会
館
に
お
よ

そ
百
人
の
生
産

者
が
出
席
し
て

行
わ
れ
、
桃
友

会
な
ど
二
十
ー
 

チ
ー
ム
、
八
十

六
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
、
 

寺
田
市
長
が
 
「本
市

農
業
の
発
展
の
た
め
 

に
今
後
と
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
…
」
と
あ
い

さ
つ
、
部
門
別

に
審
査
長
の
報
告
が
あ
り
、
審

査
の
経
過
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

部
門
別
の
優
等
賞
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
 

ロ
産
米
改
善
共
励
会
 

桃
友
会

（
桃
崎
）
A
チ
ー
ム
 

（藤
森
幸
悦
、
藤
森
徳
三
郎
、
 

伊
藤
勇
）
 

ロ
り
ん
ご
立
木
品
評
会

梅
田
上
（
梅
田
）
り
ん
ご共
同

防
除
組
合
A
チ
ー
ム
（
前
田
栄
司
、
 

鈴
木
順
一
、
斎
藤
勇
、
福
士
明
雅
）
 

ロ
堆
肥
生
産
共
励
会
 

山
内
啓
司
、
山
内
盛
雄
、
山

内
秀
行

（
以
上
前
落
）
 

（
敬
称
略
）
 

桃友会Aか等に優等賞 
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	001
	002
	003
	004

